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小学生の問題行動の規定要因
―家庭環境，個人の特性，友人環境，学校生活による影響の検討―
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問題と目的

これまで，問題行動に関する研究は数多く行わ

れており，様々な要因が指摘されてきた。問題行

動の要因については，内閣府（ ）が実施した

「少年非行問題等に関する世論調査」によると，

非行の要因として第 位に家庭環境，第 位に本

人自身の性格や資質，第 位に友人環境，第 位

に学校生活が挙げられている。しかし，この調査

の問題点として，個人の主観的な意見を集計した

ものであり，回答者が 歳以上と小学生の意見

が入っていないことが挙げられる。したがって，

本研究ではこれらの要因が小学生の問題行動に及

ぼす影響について検討を行う。

そこで，本研究では，小学生を対象として，家

庭環境として親子関係，個人の特性として攻撃性，

友人環境として友人への同調，学校生活として学

級適応感を取り上げ，問題行動との関連について

検討する。

方 法

調査協力者と手続き 小学 ～ 年生 名（男

子 名，女子 名）を対象に質問紙調査を実

施した。なお，調査実施に際して，調査協力者に

成績と関連がないことや外部に回答結果が漏れな

いこと，調査協力者の回答結果は研究成果の発表

にのみ使用され，回答結果は分析後に破棄される

ことを伝えることで，倫理面への配慮を行った。

調査内容 ①問題行動の経験：加藤・大久保（ ）

の問題行動の経験尺度の「対人的問題行動」，「非

対人的問題行動」の 因子 項目を使用した。②

親子関係：小保方・無藤（ ）の父親・母親・

友達との関係測定尺度のうち 項目を使用した。

③攻撃性：坂井・山崎（ ）の小学生用 攻

撃性質問紙の「表出性攻撃」，「不表出性攻撃」，「関

係性攻撃」の 因子 項目を使用した。④友人へ

の同調性：石本ら（ ）の友人への同調性尺度

のうち 項目を使用した。⑤学級適応感：江村・

大久保（ ）の小学生用学級適応感尺度の「居

心地の良さ」，「充実感」，「被信頼・受容感」の

因子 項目を使用した。

結果と考察

問題行動の経験の性差と学年差の検討 問題行動

の経験の性差と学年差を検討するため，性別と学

年を独立変数とした 要因分散分析を行った。そ

の結果，「対人的問題行動」では，性別の主効果（

（ ， ） ， ）がみられ，男子が女子

よりも有意に高かった。また，「対人的問題行動」

では，学年の主効果（ （ ， ） ， ）

がみられ， 年生が 年生よりも有意に高い傾向

がみられた。

親子関係，攻撃性，友人への同調，学級適応感が

問題行動の経験に及ぼす影響の検討 問題行動の

経験に及ぼす影響を検討するために，親子関係，

攻撃性，友人への同調，学級適応感を独立変数と

して，性別ごとに重回帰分析を行った。その結果，

男子において，「対人的問題行動」については「関

係性攻撃」（β ， ），「友人への同調」

（β ， ）が正の影響を与えていた。「非

対人的問題行動」得点については「関係性攻撃」

（β ， ）が正の影響を与え，「被信頼・

受容感」（β＝ ， ），「充実感」（β＝ ，

）が負の影響を与えていた。女子において，

「対人的問題行動」については「親子関係」（β

， ）が負の影響を与え，「表出性攻撃」

（β ， ），「関係性攻撃」（β ， ）

が正の影響を与えていた。「非対人的問題行動」に

ついては，「友人への同調」得点（β＝ ， ）

が負の影響を与えていた。

問題行動の要因の特徴別の分類による検討 問

題行動の要因の特徴により調査協力者を分類する

ために，まず，親子関係，攻撃性，友人への同調，

学級適応感の標準化得点に基づいて，ウォード法

によるクラスター分析を行った。その結果，「中間

群」，「友人への同調高群」「関係性良好群」「関係

性不良群」の つに分類することが妥当であると

判断した。次に，問題行動の要因の特徴を検討す

るために，各クラスターを独立変数とした 要因

の分散分析を行った。その結果，有意差が認めら

れたため， 法による多重比較を行った。そ

の結果，「対人的問題行動」（ （ ， ） ，

）では，「関係性不良群」が「中間群」と「友

人への同調高群」と「関係性良好群」よりも有意

に高く，「中間群」と「友人への同調高群」が「関

係性良好群」よりも有意に高かった。「非対人的問

題行動」（ （ ， ） ， ）では，「関

係性不良群」が「中間群」と「関係性良好群」よ

りも有意に高かった。
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「いじめ」言説における構造的な矛盾とその打開
―文法論に基づく考察―
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問 題

深刻な社会問題化の中，「いじめ」に関する報道や対

策，論評等，膨大な言説が日々流通し続けている。しか

しこの事態は，結果として「いじめ」の本質を見えにく

くし，問題の解決を遠ざける。

日本語文法論を援用してこの逆説的な構造を摘出する

とともに，こうした事態を打開するための言説実践の方

向性を検討する。

分 析

「いじめ」とは，集団内の加害側が被害側に深刻な苦

痛を与える事象であり，犯罪にも相当する悪質な行為で

あると位置づけられている。しかし，

【１】「いじめられる」とは，単に被害を受けるだけでな

く，犠牲者がその被害を認識し意味づける権限すらも奪

われる，いっそう深刻な事態である。

文法的に見ると，受動形は能動形の単なる裏返しを超

えた，「主体的に事態を制御できない状態へ一方的に追い

やられてしまうこと」を意味する。

「本人のため厳しく接しただけ」「いじられて本人も喜ん

でいる」等，当人の意志が無視されて事態を恣意的に定

義づけられ，被害認識すら歪曲，無視されるのが「いじ

め」の本質である。

【２】「いじめる」ことは被害者に向けられた加害行為に

とどまらず，「対象を恣意的に頤使し，その置かれた状況

を含め影響を及ぼすこと」である。

そもそも被害者は対等な主体とみなされず，時に事物

同然の一方的かつ恣意的な扱いを被る。

能動形の「いじめる」操作は，被害者を直接の行為対

象としなくても成立する。「あの子に話しかけては駄目」

等，周囲に働きかけ本人を孤立させ，その主体性を無化

することが「いじめ」である。

【３】これらの操作は，主体的な加害意図や明確な目的

意識を伴わずに遂行される。意図的な加害行為と同一視

すると「いじめ」の本質を見落とす。

「いじめる」という動詞は無対他動詞に分類される。い

じる，からかう等と同様，対象に不可逆的な変化をもた

らさず，しかしそれ故，無限に反復され得る操作である

ことを特徴とする。

無対他動詞は，操作の結果でなくプロセスに着目する。

「いじめる」行為の渦中にある当事者は，結果としての

死や犯罪等は意識せず，ただ気晴らしや盛り上がり，周

囲への同調等，一時のプロセスにのみ着目し，それを反

復しているに過ぎない。

だからこそ，プロセスの反復に耐えかねた被害者の自

死など，取り返しのつかない結果が生じて初めて事態の

深刻さを認識する。「相手も喜んでいると思っていた」「ま

さか死ぬとは思わなかった」等の発言は，加害者の自己

弁護である以上に，偽らざる状況認識であると考えなく

てはならない。

【４】すなわち，取り返しのつかない不可逆的な事態が

発生して初めて，それまで判然としなかった集合体の挙

動が問題視され，犠牲者の悲痛が語られ，犯罪的な行為

として加害者が指弾される。

ここでは常に原理的な遅延が発生する。プロセスの渦

中にはただ集合体の変調があるだけで，加害者も被害者

も，行為すらも，明確には存在しない。取り返しのつか

ない事態が発生して初めて，事態とその関係者とが特定

される。

考 察

「いじめ」という語を記述に無造作に用いる限り，渦

中では事態の本質を特定できない。われわれは常に，ま

た構造的に，手遅れになってから問題を論じることにな

る。必要なことは，「いじめ」という語の文法的な制約を

自覚すると同時に，それを前提とした記述のあり方を模

索することである。

１．「いじめ」の語に捕らわれない行為記述

上述した記述の盲点を特定し言説化することは，端的

に「いじめ」の発見と抑止につながる。たとえば一方的

な「指導」や芸の強要など，相互性を欠いたコミュニケ

ーションと，受け手によるその自覚なき受容を問題視し

なくてはならない。

２．無対他動詞的事象の把握と対応

結果を意識せず，ただプロセスを受容する操作が集合

体に危険をもたらす。笑い，からかい等の執拗な反復，

極端なしつこさ等は警戒すべき事象である。逆に，明確

な目的があり結果を念頭に置いた行為，授業に代表され

る教育活動こそが「いじめ」の対極でありその予防にも

つながる。

３．集団状況の命名

「いじめ」という語の制約を，逆に集合体の状況を自覚

するための記述へと生かす必要がある。筆者が教師教育

に導入を試みている｢いじめ誘発的コミュニティ｣｢いじ

め型コミュニケーション｣等の命名実践，プロセスの変化

に着目した「火事のメタファー｣等について当日詳述する。
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